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まえがき 
 

近年、河川は単に治水、利水の対象としてのみならず、流水を中心として豊かな自然環境を形成

し、我々の生活にうるおいを与えるものであることが強く認識され、また、地域の風土と文化を活

かした川づくりが求められる等、河川をとりまく状況が大きく変化しています。 

このような背景を踏まえ、平成 9年には河川法に「河川環境の整備と保全」が追加され、これに

より河川行政は、治水、利水及び環境の総合的なものとなり、従来からの河川整備に加え河川環境

の整備と保全に取り組む仕組みが整えられてきました。 

 

こうした中で揖保川においても、河川の整備についての基本となる長期的な目標を定めた「揖保

川水系河川整備基本方針」が、平成 19 年 3 月に策定されました。この基本方針に則り今後概ね 30

年間の河川整備の具体的内容を定める「揖保川水系河川整備計画（国管理区間）」の策定作業を行

っています。 

河川整備計画の策定においては、従前の治水、利水における社会面、経済面、技術面からの分析

のみならず、環境面からの分析を加えた総合的な観点から計画案を立案することが重要です。 

そこで、「揖保川水系河川整備計画（国管理区間）」の策定にあたっては、複数の案を設定し環境

面、社会面、経済面、技術面からの影響分析を行い、河川整備計画に反映することとしています。 

 

本分析計画書（案）は、河川整備計画における整備と保全の方向性を示した上で、実現するため

の治水、利水、環境の具体的方策を検討しています。この具体的方策を組み合わせた考えられる案

を作成し、各案の比較等の効率的な検討を行えるように整理し、複数案として抽出しました。 

また、これら複数案について、環境面、社会面、経済面、技術面における影響について分析対象

とすべき評価要素及び分析手法を示したものです。 

 

本「分析計画書（案）」は広く一般に公開を行い皆様の意見を頂いた上で、分析計画書を作成し

ます。 

その後、分析報告書を作成し、これらの分析結果を河川整備計画（案）のとりまとめに反映して

いきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

※太字が分析計画書(案)掲載内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「河川整備計画段階における環境等影響分析」の流れ 

河川整備基本方針 
流域河川の望ましい姿の抽出・設定 

分析対象とする要素及び分析手法の選定 
（環境・社会・経済・技術面） 

分析計画書（案）の作成及び公表 
分析計画書の   〃   〃 

分析報告書（案）の作成及び公表 
分析報告書の   〃   〃 

河川整備計画（案）への反映 

治水の整備の方向性の抽出

総合分析 

複数案の比較 

環境・社会・経済・技術面での影響分析 

複数案の抽出・設定 

考えられる案の作成 

実現のための具体的方策の検討 

環境の整備と保全の方向性の抽出 利水の整備の方向性の抽出




